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小・中学生の喫煙行動とセルフエスティームとの関係

川畑 徹朗 島井 哲志 西岡 伸紀

目的　本研究は，わが国の青少年の喫煙行動とセルフエスティームとの関係を明らかにするために実施され

た。

方法　調査は，9都府県の小学校10校，中学校6校の小学校4年から中学校3年までの児童・生徒1,486人

を対象とした。

　無記名の自記入式質問紙法により，対象者の喫煙行動，セルフエスティーム，将来の喫煙意思，友人

からのタバコの勧めを断わる自己効力，両親，きょうだい，友人の喫煙行動などについて回答を得た。

セルフエスティームの測定には，「学習」，「友人」，「運動」，「全般」の4つの領域からなるHarterの「認

知されたコンピテンス測定尺度」を用いた。

結果　本研究の主な結果は以下の通りであった。

1)　喫煙経験者は未経験者に比べて，「学習」と「全般」の領域におけるコンピテンス得点が低く，逆

　に「運動」領域のコンピテンス得点は高い傾向が，特に男子において認められた。

2)　喫煙経験者は未経験者に比べて，両親，きょうだい，友人などの周囲の人々が多く喫煙していた。

3)　喫煙経験者は未経験者に比べて，将来は喫煙するだろうと考える傾向が強かった。

4)　喫煙経験者は未経験者に比べて，友人からのタバコの勧めを断わることに関する自己効力が低かっ

　た。

結論　本研究の結果によれば，米国における研究結果と同様に，わが国の青少年に関しても喫煙行動とセル

フエスティームとの間には関係が認められた。よって，わが国の青少年に対する効果的な喫煙防止プロ

グラムの要素として，セルフエスティームを高めるための内容を取り入れることが妥当であると考えら

れる。
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